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学校保健委員会を軸にして体力向上への
取組を各種実践した。講師を招いての親子
体操、児童集会での全校運動など体力増
進や意識の向上につながった。また、特に
にけがの防止について、保健委員会や教
師による安全指導により、病院にかかる大
きなけがは半減した。
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①～③について、学校運営協議会を中心
に、サポーター協議会が機能し、日常的な
連携が展開されていた。サポーター協議会
の取組が評価され、北部事務所から感謝状
が贈られた。また、港北みなもや都筑民家
園とのアートプロジェクトなど地域の諸機関
とも深い連携が図られた。

①～③について全教職員で共通理解し、進
めることができた。現在進行中の児童指導
事案についても、学校組織として誠意ある
取組を推進していく。③の児童理解につい
ては、定期的に共通理解を図る話し合いを
もち、全体で共有するとともに、保護者との
連携を図りながら進めた。

①の危険回避能力の育成については、教
育課程に位置付けた各学年の取組を推進
し、今年度は、全校で交通安全教室を行う
こともできた。②の見守りは休み時間に行う
リーダーの指導などで適所に散在すること
が難しい状況もあった。④についてはしっか
り改善・徹底することができた。

健やかな体

①けがや病気の少ない安全・安心な生活ができる
よう、基本的な生活習慣の定着について、具体的
対策を立案し、実行する。②一校一実践運動を通
して、学校保健委員会を機能させ年間通じて体力
の向上を図るとともに、課題点を改善する。③養
護教諭、調理員、栄養職員と連携しながら食育に
関する指導を行い、給食の残量を減少させる工夫
を講じる。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

児童がすすんで取り組み、みんなで解決し、れいをつくして人間関係を築くことのできる学校づくりを進
めるという、スローガンを掲げ、今年度はそこに「がんばり続ける」という要素も加えた。この定着に関
しては、まず意識はかなり高くできているという自己評価になった。次年度に向けては、具体的指導場
面や、子どもの姿でとらえ、成果を何らかのデータでとらえることができるようにする。５つの視点につ
いては、全て具体的取組目標として内容に落とし込んでいるので、着実に推進し、反省し、改善を図る
というサイクルを回していきたい。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

児童がすすんで取り組み、みんなで解決し、れいをつくして人間関係を築くことのできる学校づくりを進
めるというスローガンを掲げ、「がんばり続ける」「思いあう」という、要素も加えた。この定着に関して
は、意識はかなり高くできているという自己評価になった。次年度は学校教育目標及び全体計画を見
直し、１年間かけて話し合い、この先１０年間の教育課程のバックボーンとなる部分を構築していく。そ
のために、様々な角度から分析を行い、意見をいただき、短期的目標と長期的目標を立案していく。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

　年度初めに予定していた年間教育活動計画を教職員のチームワークで効果的に実行することがで
きた。異学年、異校種、保護者、地域、外部講師などいろいろな人との交流を通して、学びを深めると
ともに、豊かな心の育成につなげることができた。児童の委員会活動を中心に児童の主体的な取組
が見られた。また、安全管理については、改善を図りながら成果を上げてきた。課題としては、引き続
き互いを認め合い、自分の考えを表現できるこ子の育成を目指すとともにいじめ対応も含め、児童指
導・連携の強化に努めていきたい。

学校関係者
評価

昨年の４０周年の学校全体の大きな盛り上がりから、今年４１年の年は持続可能な学校経営の形を模
索していくとの趣旨があったが、まずは、大きな改修工事等、児童の育成も踏まえて、きちんとやり遂
げたことは成果であった。また、学校全体に豊かな雰囲気があり、校長のビジョンが浸透してきている
と評価できる。学校が、戦略的に計画を立案し、実施、自己評価を行い、改善策を練るという一連の学
校評価の形ができている。課題となっている側面については、学校だけで取り組むのではなく、外部
人材等生かしていけるとよいのではないか。例えば、すみれが丘小のひとつの特色であるサークル活
動のメンバーによる協力体制を構築するなどである。

学校関係者
評価

課題があるとして、Ｂになったところが気になったが、今年度の反省を生かして、職員全体で組織とし
ての在り方を再度振り返り、共通理解を図ったと聞いたので、今後に期待をしたい。家庭における教
育力の向上はとても大切である。だから、学校は家庭、地域と共に子どもを育てていくというスタンス
を積極的に発信してほしい。総括では、Ａが５つ、Ｂが４つでちょうど良いのではないか。できていない
ところを真摯に振り返ってほしいし、できていることは自信をもって進めて行ってほしい。この１年間の
学校の頑張りはとても良く伝わっている。

学校関係者
評価

いじめへの対応については、いじめの定義が以前と変わり、認知が広範囲にわたるようになってきた
ことで学校現場も大変だと思う。教師のいじめへの感覚をさらに高め、子どもたち同士のよい人間関
係をさらに築き上げていきたい。また、保護者アンケートと児童アンケートで同じ項目で評価の違いが
あるのは、興味深い。保護者の見方と児童の思いにギャップがあるということは、普段の家庭でのコ
ミュニケーションに課題があるのかもしれないと考えられる。体力面でも親子でキャッチボールなどを
する機会が減ったことも影響があるのでは。家庭でも一緒に運動する機会が必要。

ブロック内
相互評価
後の気付

き

１中 ４小のブロックで、それぞれの学校の個性を大切にしながら、育てたい子ども像を共有するととも
に、児童生徒指導の安定と学習指導の充実を図ってきた。研修会では、ユニバーサルデザインを軸に
置いた研究成果の吸い上げを図った。また「学習指導要領改訂とこれからの授業づくり」について講
演をいただき、能動的に学ぶ授業（アクティブ・ラーニング）について、校種を越えて共通理解を深め
た。９年間で身に付けさせたい力について、具体的に検討し、9年間の入り口（スタートカリキュラム）と
出口について理解を深め、あいさつの現状について共通理解することができた。

ブロック内
相互評価
後の気付

き

今年度計画していた、中学校の授業見学はインフルエンザ感染拡大防止のため、中止となったが、６
年生が中学校の部活動に体験参加したのは、児童・生徒間の交流の機会が増え、小中の育ちをつな
ぐよい取組であった。また、中川西小学校で行ったブロックの授業研究会では、特に、コミュニケーショ
ン力を高める指導の工夫・改善をテーマに「伝え合い、学び合い、高め合う場の工夫」と「主体的に解
決する場の工夫」の二つに焦点化をし、話し合うなどし、今後のブロック内において目指す児童・生徒
の姿を共有していくことができた。

ブロック内
相互評価
後の気付

き

　ブロックの育てる子ども像では、「つながりの中での　あいさつ、認め合い・励まし合い・高め合い、課
題解決」する子どもの育成を目指しているが、本校も人との豊かなかかわりの中で学んでいく教育活
動を重点的に行い、成果を上げている。また、来年度に向けて課題について継続して取り組みたい。
中川西中学校で行ったブロックの授業研究会協議では、小中ブロックで９年間を見通した学びについ
て情報共有することができた。部活動体験は、児童・生徒の交流を通して中学校への安心感にもつな
がった。

①～③については現状を維持した。次年
度、教室配置の関係で、環境整備について
は再考する。子どもたちの作品展示は日常
的に豊かに展開することができた。また、夏
祭り実行委員会、おやじクラブの支援によっ
て、昇降口のすのこの設置、渡り廊下の設
置をすることができた。

教育環境
整備

①西棟１階：キッズ、ＰＴＡエリア２階：図工室、す
みれルーム、３階：図書館の特色を出した環境整
備を進める②図書館の環境整備と運用を一層図
り、情報センター化を推進する。③図画工作等作
品展示を工夫し、変化のある環境を創造する。④
日常的な清掃活動をしっかりと行い、清掃を行き
届かせる。⑤校内Ａ・Ｂ研を各月行い、特別教室
等の整備を進める。

職員全体で図工室、理科室、倉庫などの整
理・整頓を一斉に行い、安全かつ活用しや
すい環境づくりを行った。図書室は、読み聞
かせとともに授業の調べ活動にも有効に活
用できた。西棟を作品掲示など有効活用し
た。今年度は、修繕箇所が多く発生し、安
全を優先して補修に努め、成果を上げた。

教育環境
整備

①プレハブ校舎解体と、校庭の全面改修を受け、
既存の教室や校庭の活用方法について検討し、
持続可能な形を構築する。（西棟２階：図工室と
オープンルーム、３階：図書館とＰＣルーム）②図
書館の環境整備と運用を一層図る。③前期に行う
体育的行事に対して、後期に文化的行事を設定
するとともに、宿泊体験学習などの見直しを行う。

①今年度計画されていた、大きな施設改修
をただ、安全に行うだけでなく、教育課程や
学校のきまりの見直し、創意ある活動を導
入して児童育成の視点で行えたことが成果
であった。②図書館の整備は次年度への
検討課題となった。③すみれ学習発表会の
実施、日光宿泊体験学習を２泊３日にする
など成果を残すことができた。

教育環境
整備

①西棟１階：キッズ、ＰＴＡエリア２階：図工室、す
みれルーム、３階：図書館、ＰＣルームの特色を出
した環境整備を進める②図書館の環境整備と運
用を一層図る。③図画工作等作品展示を工夫し、
変化のある環境を創造する。④日常的な清掃活
動をしっかりと行い、清掃を行き届かせる。⑤校内
Ａ・Ｂ研を各月行い、特別教室等の整備を進める。

人材育成・
組織運営

①メンターチームを５年次以下の教職員を中心に
組織し、ミドルリーダーが中心となって月１回の活
動を継続して行う。②週１回の教務会において、
事務連絡だけでなく、学校経営改善の視点でいつ
でも話し合えるように各自が課題意識を高くもって
臨む。③組織の在り方を検討し、改編するなど小
規模校としての組織運営について検討、改善す
る。

①今年度は、メンターチームの研究活動を
重点研究に位置付け、算数科の研究を進
めることができた。主体的な活動を職員全
体で支えることができた。②週１回の教務会
が適時性を生かした、学校経営の自己評価
の場となっていた。③組織の在り方につい
ては、今年度の反省を生かして、次年度に
向け検討を行う。

人材育成・
組織運営

①ミドルリーダーが中心となって月１回の職員研
修を継続して行う。②週１回の教務会において、
事務連絡だけでなく、学校経営改善の視点でいつ
でも話し合えるように、各自が課題意識を高くもっ
て臨む。③組織の在り方を検討し、改編するなど
小規模校としての組織運営について検討、改善す
る。④各研究会等で得た情報を共有できるよう情
報発信する。

今年度は、教務会と同時開催で、メンター
研修を行うこととし、計画に基づき推進し
た。②の教務会では、主幹教諭を中心に、
様々な視点で話し合い、適時性のある改善
点を立案し、対応について協議することが
できた。若手教員が市の公開授業研究会
に挑戦することができた。

人材育成・
組織運営

①ミドルリーダーが中心となって月１回の職員研
修を継続して行う。②週１回の教務会において、
事務連絡だけでなく、学校経営改善の視点でいつ
でも話し合えるように、各自が課題意識を高くもっ
て臨む。③組織の在り方を検討し、改編するなど
小規模校としての組織運営について検討、改善す
る。④各研究会等で得た情報を共有できるよう情
報発信する。

ミドルリーダーが中心となって校内メンター
研修会（若手育成）での研修運営を毎月行
い、成果を上げた。ステージ別の外部研修
会では、他校の教員とも交流して視野を広
げた。また、教務会を軸にして、指導部・研
究部、各種部会など、広い視野に立って組
織的に学校経営を推進した。

学校のきまりを年度初めに職員で共有し、
適宜、確認し合った。児童・保護者対応にお
いて学年・専任を軸とした複数での対応を
原則化し、管理職とも共有して早期対応に
努めた。職員会議等で児童理解に向けて
情報交換を毎回行い、職員全体で見守る意
識を高めた。研修会も有効であった。

児童指導

①これまでの「学校のきまり」を再度見直し、全教
職員で共通理解して指導に当たる。②児童指導
が発生した際には、担任と児童支援専任など複数
体制で迅速に事実確認を行い、事実に基づき指
導を行った後、保護者に丁寧に説明を行う。また、
記録を残す。③職員会議内に児童理解の内容を
定例化し、児童の状況を共通理解する。

①学校のきまりを再確認し、共通理解を
行った。②児童指導が発生した際の動きが
的確にできてきており、翌日には収束する
ケースが大半であった。記録も専任日誌、
保健室日誌、担任からの報告書と３パター
ンあり、記録漏れの可能性は極めて少な
い。③職員会議を通して、児童理解や事案
の共有を適宜行うことができた。

児童指導

①「学校のきまり」を全教職員で共通理解して指導
に当たる。②児童指導は、担任と児童支援専任な
ど複数体制で迅速に事実確認を行い、事実に基
づき指導を行った後、保護者に丁寧に説明を行
う。また、記録を残す。③職員会議内に児童理解
の内容を定例化し、児童の状況を共通理解すると
ともに、丁寧に保護者と連携して対応する。
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保護者・地
域

との連携

①学校運営協議会は年間４回の開催とし、日常の
教育活動について積極的に委員にかかわってい
ただくようにする。②サポーター協議会において
は、学校・地域コーディネーターとの連携を一層強
め、サポーター登録者の増加を図る。③開かれた
教育課程の推進に基づき、外部施設、機関、団体
等との連携を継続して行い、連携力の一層の向上
を図る。

学校運営協議会を年４回実施し、教育活動
の参観・報告、情報交換などを通して学校
経営の理解と助言をいただいた。サポー
ター協議会では、児童の下校時の見守りに
ご尽力いただき、安全が確保された。ＰＴ
Ａ、地域ボランティア、警察、、区役所、児童
相談所など連携に努め、成果があった。

保護者・地
域

との連携

①学校運営協議会は年間４回の開催とし、日常の
教育活動について積極的に委員にかかわってい
ただくようにする。②サポーター協議会において
は、学校・地域コーディネーターとの連携を一層強
め、サポーター登録者の増加を図る。③ＰＴＡ組織
におけるサークル等、特色ある取組を活用し、取
組の良さをＨＰや広報誌などで情報発信し周知を
図る。

①学校運営協議会を年間４回開催するだけ
でなく、児童の姿を見ていただきたい様々
な行事の際に来校していただき、ご意見を
伺った。②サポーター協議会は、例年通り
の活動を行い、変化はないが、安定してい
る。③サークル活動が刷新され、児童の活
動とも連動できている。④港北みなもとの
アートプロジェクトが実現した。

保護者・地
域

との連携

①学校運営協議会は年間４回の開催とし、日常の
教育活動について積極的に委員にかかわってい
ただくようにする。②サポーター協議会において
は、学校・地域コーディネーターとの連携を一層強
め、サポーター登録者の増加を図る。③ＰＴＡ組織
におけるサークル等、特色ある取組を活用し、取
組の良さをＨＰや広報誌などで情報発信し周知を
図る。
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安全管理

①危険回避能力を育成する警察、消防などと連携
した授業を教育課程に位置付けて毎年行う。縦の
系列を整理し、６年間かけて育てる。②休み時間
の見守りについては、児童支援専任を中心に、適
所に職員が散在し、事故の未然防止に努める。③
施設面については、定期点検を確実に行い、改善
個所については迅速に対応し、改善する。

①各学年の取組はあったが、カリキュラムと
しての系統立てた整理ができていない。次
年度への課題とする。②休み時間の職員の
動きについては、当番がないため、児童支
援専任が昇降口で見守る程度であった。こ
こも再検討する。③施設面の安全面につい
ては、確実に行った。また、今年度改善でき
た箇所が多々あった。

安全管理

①危険回避能力を育成する警察、消防などと連携
した授業を教育課程に位置付けて毎年行う。②休
み時間の見守りについては、児童支援専任を中
心に、適所に職員が散在し、事故の未然防止に
努める。③施設面については、定期点検を確実に
行い、改善個所については迅速に対応し、改善す
る。④高リスクの文書、データは管理方法をより高
度にする。

BB

児童指導

①「学校のきまり」を全教職員で共通理解して指導
に当たる。②児童指導は、担任と児童支援専任な
ど複数体制で迅速に事実確認を行い、事実に基
づき指導を行った後、保護者に丁寧に説明を行
う。また、記録を残す。これを徹底する。③職員会
議内に児童理解の内容を定例化し、児童の状況
を共通理解するとともに、丁寧に保護者と連携し
て対応する。

①ペア学年の活動を年間通して展開する。②図画
工作科、音楽科、特別活動の教育課程を工夫し、
学校キャラクターの活用など、心豊かな活動や環
境をつくる。③自ら進んであいさつする姿を定着さ
せるためのしかけを講じる④道徳教育や特別支
援教育を充実させ、個を大切にした児童理解と思
いやりの心を育む。⑤幼保小連携を１，５年を中
心に展開する。

①では、１月からのインフルエンザの猛威
に多大な影響を受ける結果となり、予防策
の徹底について再度検討していく。②は、
保健委員会を中心とした活動や、学校保健
委員会における体力アップの取組が定着し
てきた。③の給食残量は減少してきたが、ク
ラスによる差を解消していきたい。

A

①～⑤の全ての内容について、子どもたち
を育むことができた。特に、児童の発想を生
かした、児童会活動の創意工夫ある取組
や、⑤の幼保小では、研究指定２年次とい
うことで、教職員の連携もより深ってきた。
学校スローガンの「思いあって」という言葉
の定着もしっかりと図られていた。

A

B

安全管理

①危険回避能力を育成する警察、消防などと連携
した授業を教育課程に位置付けて毎年行う。②休
み時間の見守りについては、児童支援専任を中
心に、適所に職員が散在し、事故の未然防止に
一層努める。③施設面については、定期点検を確
実に行い、改善個所については迅速に対応し、改
善する。④高リスクの文書、データは管理方法を
徹底させる。

地震・火災・不審者対応の避難訓練・安全
指導を年９回実施し、安全意識を高めること
ができた。校内の大きなけがも半減した。今
年度、警察署による不審者対応の職員研
修を行い、命を守る手立てを学んだ。施設
面では、体育館床の補修や石灰小屋の撤
去など安全を優先して取り組んだ。

豊かな心

①ペア学年の活動を年間通して展開する。②図画
工作科、音楽科、特別活動の教育課程を工夫し、
学校キャラクターの活用など、心豊かな活動や環
境をつくる。③自ら進んであいさつする姿を定着さ
せるためのしかけを講じる④道徳教育や特別支
援教育を充実させ、個を大切にした児童理解と思
いやりの心を育む。⑤幼保小連携を１，５年を中
心に展開する。

ペア学年・たてわり交流、幼・中との異校種
交流、地域の方や外部講師による授業など
いろいろな人とのかかわりを通して体験的
に学ぶことができた。児童の委員会活動を
軸に集会活動など児童による主体的な取
組がみられた。「礼をつくす」の内容を共有
化し、さらに継続的に取り組みたい。

総括

B

具体的取組 自己評価結果 具体的取組 自己評価結果 具体的取組

確かな学力

①全学級で「学習スタンダード」と「問題解決」を意
識した授業展開を図るとともに、スキルタイム、家
庭学習等による基礎・基本の定着と授業改善によ
る思考力、判断力、表現力の向上を目指す。②重
点研究では、図画工作科、算数科の指導を通し
て、言語活動を充実させ、学び合いを重視し、思
考力・表現力等児童の資質・能力を育む。

①学習スタンダードの確立には、まだ時間
を要する状況である。スキルタイム・家庭学
習等と連動させた基礎基本の定着は図れ
ている。問題解決を意識した授業展開を更
に工夫していきたい。②計画通り推進する
ことができた。特に図画工作科は、Ａ表現
（１）造形遊びに特化し、各学年２題材を実
践できた。足跡カリキュラムとして活用。

確かな学力

①全学級で「学習スタンダード」と「問題解決」を意
識した授業展開を図るとともに、スキルタイム、家
庭学習等による基礎・基本の定着と授業改善によ
る思考力、判断力、表現力の向上を目指す。②重
点研究では、図画工作科、道徳科の指導を通し
て、友達とかかわり合って、お互いの考えを認め
合い、自分の考えを表現できる児童の資質・能力
を育む。

①は、学習スタンダードの確立や問題解決
を意識した授業展開の工夫について、継続
して研鑽を積んでいく。②については、今年
度より先行実施となった「特別の教科道徳」
について研究を通して深めることができ、図
画工作の鑑賞に特化した研究においても成
果を残すことができた。

重点取組
分野

確かな学力

①全学級で「学習スタンダード」と「問題解決」を意
識した授業展開を図るとともに、スキルタイム、家
庭学習等による基礎・基本の定着と授業改善を図
る。②重点研究では、移行期におけるカリキュラ
ムマネジメントの確立と、教育課程の編成を通し
て、話をしっかりと聞き、互いの考えを認め合うこ
とを通して、自分の考えを表現できる児童の育成
に取り組む。

対話的、体験的な学習を通して「思考・判
断・表現」力の育成に力を入れた。重点研
究会では、展開や場の設定の工夫、支援の
在り方など学び合った。今後、継続・深化さ
せていきたい。スキルタイムは、基礎・基本
の定着に効果的であった。教育課程の編成
を計画的に進めている。

総括

BB

①～④について、全て計画通り実施した。
各学級で発生した様々な事案について、事
実確認と児童への指導、保護者との連携を
行い、重篤ないじめに発展する前に未然に
防止できるよう、組織的に対応することがで
きた。また、教育委員会と連携し、報告を定
期的に行うことができた。

A
いじめへの

対応

横浜市立 すみれが丘小学校 学校評価報告書 （平成28～30年度）

重点取組
分野

平成２８年度 重点取組
分野

平成２９年度 平成３０年度
自己評価結果

総括

健やかな体

①けがや病気の少ない安全・安心な生活ができる
よう、基本的な生活習慣の定着について、具体的
対策を立案し、実行する。②一校一実践運動に
「ダンス、縄跳び」を取り上げ、学校保健委員会を
機能させ年間通じて体力の向上を図る。③養護教
諭、調理員、栄養職員と連携しながら全学級で食
育に関する授業を行い、給食の残量を減少させ
る。

①特に、インフルエンザや感染性胃腸炎の
拡大防止策を講じ、大きな成果があった。
②児童会活動の体力向上への取組につい
ては、年間通した継続性や習慣化へと展開
させる必要がある。③昨年度と比較すると、
対策を意識して講じていることで、残量が減
少した。さらに教職員間の共通理解を深め
る必要がある。

健やかな体

①けがや病気の少ない安全・安心な生活ができる
よう、基本的な生活習慣の定着について、具体的
対策を立案し、実行する。②一校一実践運動を通
して、学校保健委員会を機能させ年間通じて体力
の向上を図る。③養護教諭、調理員、栄養職員と
連携しながら全学級で食育に関する授業を行い、
給食の残量を減少させる工夫を講じる。

B

豊かな心

①ペア学年の活動を年間通して展開する。②図画
工作科、音楽科、特別活動の教育課程を工夫し、
学校キャラクターの活用など、心豊かな活動や環
境をつくる。③自ら進んであいさつする姿を認めて
いく。④道徳教育や特別支援教育を充実させ、個
を大切にした児童理解と思いやりの心を育む。⑤
幼保小連携を１，５年を中心に展開する。

①児童会活動を中心に、年間通して意識
し、児童の成長を図ることができた。②学校
キャラクターの活用については、かなり充実
してきた。児童の心を育成する様々なしか
けを講じた。③あいさつを活性化する主だっ
たしかけがなかった。④特別支援では、児
童理解を組織的に推進。⑤幼保小連携は
研究指定を受け、成果があった。

豊かな心

①ＹＰアセスメントシートによる児童の人間関係分
析を年２回行い、実態を把握する。②横浜プログ
ラムを年４回実施し、集団の育成に役立てる。③
いじめに対する教職員の理解を深める研修会を
年２回行い、常に新しい情報を共有できるようにす
る。④案件等発生した際にはいじめ防止対策委員
会を早急に開催するとともに、対応を協議し、早期
解決を図る。

チームでの対応と共有化を図ったが更に早
期対応の認識を高めていきたい。関係機関
との連携では成果を上げた。ＹＰアセスメン
トシートでの分析を年２回実施し、横浜プロ
グラム他、必要な支援を行った。職員研修
を通していじめについての定義や早期発
見・組織的対応について理解を深めた。

B
いじめへの

対応

①ＹＰアセスメントシートによる児童の人間関係分
析を年２回行い、実態を把握する。②横浜プログ
ラムを年４回実施し、集団の育成に役立てる。③
いじめに対する教職員の理解を深める研修会を
年２回行い、常に新しい情報を共有できるようにす
る。④案件等発生した際にはいじめ防止対策委員
会を早急に開催するとともに、対応を協議し、早期
解決を図る。


